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注：１)入院者は含まない。２)「仕事あり」とは、調査の前月に収入を伴う仕事
を少しでもしたことをいい、被雇用者のほか、自営業主、家族従事者等を含む。
なお、無給で自家営業の手伝いをした場合や、育児休業や介護休業のため、一時
的に仕事を休んでいる場合も「仕事あり」とする。

資料：厚生労働省「2019年国民生活基礎調査」を基に同省健康局にて特別集計したもの
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【女性】

計：26.2万人
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このようなお悩みはありませんか？  無  料  で  ご相談いただけます。












